
 ここで選抜された育成系統の後代系統
間の交配によりF1品種を育成し、種苗
会社許諾契約を結び、種子を販売する。

普及・社会実装への道筋

単為結果性遺伝子（pat-2）と高温着果性 育成系統図と選抜方法

BC2F4におけるマーカー遺伝子型 (左表）とグラフ遺伝子図 (右図)
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単為結果性遺伝子pat-2を導入したトマト系統の選抜
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野菜育種・ゲノム研究領域 ナス科ユニット

気候変動対策プロジェクト研究成果発表会（平成30年2月14日）78 品種・素材

問い合わせ先：農研機構 野菜花き部門 松永 啓 pep@affrc.go.jp

高品質・多収性を示す系統（‘鈴玉’の両親）と高温時に着果性の優れる単為
結果性遺伝子（pat-2）を持つトマト品種‘パルト’との交雑後代から、pat-2やゲ

ノムワイドマーカーを利用して、ゲノム全体の遺伝子型は高品質・多収性系統
に類似しているが、pat-2を持つトマト系統を、効率よく選抜しました。

・トマトは25℃以上の高温で着果率が低下する。
・単為結果性pat-2 を保有するトマト品種・系統
は、 高温時でも着果性が優れる。

・高品質・多収性トマト品種「鈴玉」の両親に
単為結果性pat-2 を持たせる。

まとめ４

BC2F4でほぼ固定した系統が多数得られた。

ゲノムワイドマーカーを利用すると、
pat-2 を持ち、遺伝的固定度の高い系統を
効率よく選抜できた。
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